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主審 副審

宜野湾 姪浜
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ 17 0 8 1 1 0 0 4 ＊ (C) 28 1 12 1 1 0 0

5 - - - - - - - 5 6 0 2 2 1 0 0

6 ＊ 9 1 3 0 3 0 0 6 - - - - - - -

7 ＊ 17 1 7 0 1 0 0 7 ＊ 2 0 1 0 1 0 0

8 ＊ 7 0 3 1 0 0 0 8 - - - - - - -

9 ＊ 4 0 2 0 3 0 0 9 ＊ 0 0 0 0 3 0 0

10 - - - - - - - 10 ＊ 4 0 2 0 5 0 0

11 - - - - - - - 11 ＊ 19 4 3 1 1 0 0

12 - - - - - - - 12 - - - - - - -

13 - - - - - - - 13 - - - - - - -

14 0 0 0 0 0 0 0 14 - - - - - - -

15 - - - - - - - 15 7 0 3 1 1 0 0

16 - - - - - - - 16 - - - - - - -

17 - - - - - - - 17 - - - - - - -

18 - - - - - - - 18 - - - - - - -

54 2 23 2 8 0 0 66 5 23 5 13 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト
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 第１Qは、姪浜オールコートマンツーマン、宜野湾ハーフコートマンツーマンでスタート。立ち上がり、姪浜＃４柿内の３P、対して宜野湾は＃８玉吉のインサイドのシュートで攻める。それぞれ一歩も譲らない攻防を

みせるが、宜野湾の速攻＃４上間のドライブからのシュートで均衡が崩れ始める。姪浜は果敢に攻めていくが、宜野湾の積極的な守りで姪浜の攻撃の芽をつぶしていく。そのため、たまらず姪浜はタイムアウトを取

る。タイムアウト直後、姪浜は＃４柿内が連続ポイント。しかし、宜野湾は＃６安里のインサイド、＃７仲本のジャンプショットが利き、流れを渡さない。この後、一進一退の攻防が続き、１４－９で第1Q終了。

   第2Qは宜野湾＃７仲本のレイアップと姪浜＃４柿内のジャンプショットから始まった。第１Q宜野湾の流れを引き寄せた＃６安里に対し、姪浜はダブルチームで徹底したディフェンスをおこなう。激しいディフェンス

から姪浜は＃１５浦田の連続ポイントから追いつき、＃４柿内のジャンプシュートで逆転。そのため宜野湾はたまらずタイムアウト。姪浜＃４柿内、＃１１山崎の連続ポイントにより流れは姪浜に移る。残り2分、姪浜

は＃１１山崎の３Pが入った時点で宜野湾は2回目のタイムアウトを取る。直後、宜野湾＃６安里のシュートが決まるが、姪浜＃４柿本のシュートも決まり、流れは変わらず。この後は一進一退の攻防で２２－３１姪

浜リードで前半を終える。

   後半立ち上がり、宜野湾は＃４上間、＃９与那嶺のジャンプシュート、姪浜は＃１０入山の合わせからのシュート、＃１１山崎の３Pがそれぞれ決まるも一進一退。まさに、両エースの点の取り合いの様相を呈して

いる。両者とも激しいディフェンスとルーズボールで白熱した試合になる。残り1分40秒、３６－４６で姪浜が1回目のタイムアウトをとる。その後宜野湾はディフェンスをオールコートマンツーマンに変え、仕掛けてい

く。しかし、均衡した状態は変わらず３８－４７で第３Q終了。

   第４Q、宜野湾の１－２－１－１ゾーンプレスで仕掛け、さらに＃７仲本、＃９与那嶺の得点で流れをつかもうとする。宜野湾＃７仲本の連続ポイントにより3点差に縮まり、姪浜はたまらず2回目のタイムアウトを取

る。そして、宜野湾の＃７仲本の３Pが決まり、流れは宜野湾に傾きかけるが、お互いにディフェンスが激しくなる。その中で姪浜は＃１１山崎の３P、＃４柿内の連続ポイントで突き放しにかかり、残り5分、次は宜野

湾がタイムアウトを取る。その後も、意地と意地のぶつかり合いのプレーが展開される。均衡状態から姪浜＃５日野のタップシュート、＃１１山崎のレイアップが決まり、宜野湾2回目のタイムアウト。タイムアウト後、

宜野湾＃６安里の３Pなどで激しく追いつこうとするが、落ち着いたボール運びをする姪浜が６６－５４で勝利。
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